
 

■ 第 166 回国会における安倍内閣総理大臣施政方針演説（抄） 
（平成１９年１月２６日）

 

教育再生は内閣の最重要課題です。現在、いじめや子どもの自殺を始めとして、子どもたちのモラ

ルや学ぶ意欲の低下、家庭や地域の教育力の低下といった問題が指摘されています。公共の精神や自

律の精神、自分たちが生まれ育った地域や国に対する愛着愛情、道徳心、そういった価値観を今まで

おろそかにしてきたのではないでしょうか。こうした価値観を、しっかりと子どもたちに教えていく

ことこそ、日本の将来にとって極めて重要であると考えます。 

 教育再生会議における議論を深め、社会総がかりで、教育の基本にさかのぼった改革を推進し、「教

育新時代」を開いてまいります。 

（略） 

 いじめについては「どの学校でも、どの子にも起こりうる」という認識を持ち、教育現場において

いじめ問題に正面から立ち向かうことを徹底します。いじめの早期発見、早期対応に努めるとともに、

夜間、休日でも子どもの悩みや不安を受け止めることのできる電話相談を全国で実施します。放課後

に子どもたちが自由に学び、遊んだり、地域の人たちとも触れ合うことができるよう「放課後子ども

プラン」を全国で展開します。 

（略） 

 

■ 社会総がかりで教育再生を（教育再生会議・第一次報告）（抄） 
（平成１９年１月２４日）

 
 

＜「社会総がかり」での全国民的な参画＞ 

７．「社会総がかり」で子供の教育にあたる 

 

（２）地域社会の対応 －学校を開放し、地域全体で子供を育てる－ 

【放課後子どもプランの全国展開、地域リーダー（教育コーディネーター）の活用】 

 

○ 「放課後子どもプラン」（注）は、異年齢交流や集団活動により、子供を心豊かにたくましく育

てるための「根っこ」となるものであり、学習意欲と学力・体力・創造力の向上に資するところも

大である。さらに、地域の生活環境の改善、地域活性化の起爆剤ともなるものである。 

  本事業においては、学校のほか自治体、スポーツ団体、ボランティア、地元企業等が連携して、

多様なプロジェクト（地域の祭りなどの伝統・文化活動、スポーツ活動、演劇などの芸術活動、自

然体験活動など）に取り組む。そうすることで、家庭や学校とは異なる子供たちの「居場所」を確

保し、様々な体験を通して、地域社会と交流を深め、対人関係能力の向上を図る。省庁の縦割りを

排して現場中心の取組とするため、地域リーダーの協力を得て、実効ある実施体制を設けるなど、

各自治体が責任をもって取り組む。 

 

 


